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称」と定義されている（一般社団法人日本 e スポーツ連合，online）．一般社団法人日本 e
スポーツ連合には，北海道，東京都，石川県，富山県，静岡県，愛知県，大阪府，兵庫県，
岡山県，大分県の 10 都道府県の地方支部があり，e スポーツの普及を目指している．
　2019年 9 月28日から10月 8 日にかけて茨城県で開催された「茨城ゆめ国体2019」では，




ムの「ぷよぷよ e スポーツ」の 3 種目が開催された．レーシングゲームとは，仮想的に
車を運転するドライブ・シミュレーションゲームであり，スポーツゲームとはスポーツの
ビデオゲームであり，パズルゲームとはパズルのビデオゲームである．
　ここで e スポーツの歴史をみていく．一般社団法人日本 e スポーツ連合（同上）によれ
ば，e スポーツという言葉が使われ始めたのは 2000 年頃だという．それまでは「ゲーム」
が通称であり，その種類によってボードゲームやビデオゲーム，格闘ゲームなどの呼び方
であった．1990 年代に入りインターネットが急速に発展したことにより，インターネッ
ト上で対戦ができるようになりゲームのスポーツ化が加速した．その後，2003 年 1 月に
はフランスでElectronic Sports World Cupが開催，11月には中国国家体育総局がeスポー
ツを 99 番目の正式体育種目に指定，2004 年ロシア政府後援の Russian Cup が開催，2007
年 12 月 e スポーツ日韓戦開催など急速に世界で e スポーツが普及し始めた．国内では，
2011 年 11 月に第 1 回 e スポーツ JAPAN CUP が開催され，2018 年 1 月に一般社団法
人日本 e スポーツ連合が設立されている．
　こうした状況の中，わずかではあるが e スポーツに関する調査が行われてきている．マ












　株式会社クロスマーケティング（2019）は，全国の 15 歳から 69 歳までの男女 1200 名






聞きしたことはない」と回答した割合が最も高かったのは 10 代の 21.5% であった．「e ス
ポーツに対するイメージ」について，全体では「e スポーツに対してイメージを持ってい
ない」が 48.6% であったが，10 代と 20 代では「先進的な」，「未来的な」の割合が他の年
代より高く，それぞれ 10 代が 22.9%，20 代が 16.5%，10 代が 22.4%，20 代が 16.3% を占
めていた．そして「e スポーツはスポーツだと思うか」という問いに対しては，「あまり
そう思わない」と「まったくそう思わない」が全体で 80.4%，性別では男性 78.7%，女性
82.2% となっている．年代別では 50 代が 92.0% と最も高い割合であった．e スポーツの今
後の普及については，全体として「浸透・普及していくと思う」が 48.0%，「浸透・普及
していくとは思わない」が 52.0% と，約半数であった．本調査からは，e スポーツについ
て見聞きしたことがあり，先進的で流行っているイメージを持っているが，スポーツとは
言えず，今後の浸透・普及については判断がつきかねている状態が読み取れる．

























































は 48%（n=49）であり，e スポーツに対して否定的なイメージを報告した割合は 14%（n=14）





















その一方で「e スポーツを見聞きしたことがない」と回答した 10 代，20 代の割合が他の
年代より多いなど，e スポーツに対して肯定的なイメージを有していながら見聞きしたこ
とがないという 10 代，20 代の複雑な意識が読み取れたことも大学生を対象に選定した理
由にあげられる．加えて，大学生はスマートホンへのアクセスが日常化しており，そのた







































































































































　図 1 は回答者の性別を示している．性別は，「男性」が 50.7%（n=109），「女性」が
48.8%（n=105），「回答しない」が 0.5%（n= 1 ）であった． 
　回答者のスポーツ歴について，「 6 年以上」が 74.4%（n=160）と最も高く，以下「 3
年以上 6 年未満」13.0%（n=28），「 1 年以上 3 年未満」9.4%（n=15），「 1 年未満」7.5%







　図 3 は e スポーツに対する認知を示している．最も高い割合を示したのは「知ってい
る」の 46.0%（n=99）であった．次に「聞いたことはあるがどのようなものか知らない」




　図 4 は e スポーツに関する見聞について示している．最も高い割合を示したのは，「テ
レビ・新聞・ネットなど e スポーツに関することを見聞きした」の 51.2%（n=110）であっ




トリーミング配信で観戦する（YouTube、Twitch など）」の 13.0%（n=28），第 4 位は「家





























































　図 8 は，e スポーツの普及（国体やオリンピック競技に採用されること等）について
尋ねた結果である．最も高い割合を示したのは「どちらでもない」の32.1%（n=69）であった．
以下順に「どちらかといえば賛成」24.2%（n=52），「賛成」20.9%（n=45），「どちらかと
いえば反対」15.3%（n=33），「反対」7.4%（n=16）となっている．約 4 割の大学生が e
スポーツの普及に対して「賛成（「賛成」＋「どちらかといえば賛成」）」していることが
推察される．一方，e スポーツの普及に対して「反対（「反対」＋「どちらかといえば反対」）」
としたのは約 2 割であった．e スポーツが国体やオリンピック競技に採用されることに





















1 ） e スポーツについて「聞いたことはあるがどのようなものか知らない」，「知らない」
と回答した大学生は約 54% であり，約半数の大学生が e スポーツについて詳しく認
知していない
2 ） テレビ・新聞・ネットなどで e スポーツについて見聞きした大学生がいる一方で，「特
にない」と回答した大学生の割合が約 4 割となっており，e スポーツについて見聞
きしたことがない大学生も存在している．
3 ） e スポーツについて家族や友人、知人と話題にしたり，ネットで情報収集をし，試合
を観戦したりする大学生は非常に少ない．
4 ） e スポーツに対する興味・関心は「どちらでもない」が約 2 割となっており，その
態度を決めかねている．
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